


03 022016.1

Toshimitsu Numakura

議
長沼倉利光 市

長布施孝尚
Takahisa Fuse



05 042016.1

❶

❷

❸

❹
❺

第
22
回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会（
同
実
行
委
員
会
主

催
）は
10
月
15
日
、神
奈
川
県
横

浜
市
の
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、登
米
市
女
性

消
防
隊（
鈴
木
す
ず
江え

隊
長
）は
宮

城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。宮

城
県
代
表
は
、県
内
全
域
の
消
防

力
の
向
上
を
目
的
に
各
地
域
の
輪

番
で
出
場
。登
米
市
勢
と
し
て
は
、

１
９
８
８
年
の
第
４
回
大
会
の
豊

里
町
婦
人
消
防
隊
出
場
以
来
、実

に
27
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
。

　

宮
城
は
強
豪
と
し
て
名
が
知
れ

て
お
り
、豊
里
町
婦
人
消
防
隊
、一

❶❷❸

❺ ❹

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
、宮
城
県
代
表
と
し
て

出
場
し
、46
チ
ー
ム
中
、15
位
と
好
成
績
を
残
し
た

登
米
市
女
性
消
防
隊
。

本
市
か
ら
の
出
場
は
、豊
里
町
婦
人
消
防
隊
以
来

27
年
ぶ
り
の
こ
と
。

チ
ー
ム
結
成
か
ら
大
会
ま
で
の
半
年
間
を
追
う
。

昨
年
出
場
の
大
和
町
女
性
消
防
隊

は
共
に
優
勝
し
て
い
る
。

　
「
優
勝
旗
を
次
の
県
代
表
に
引

き
継
ぐ
」を
合
言
葉
に
、半
年
間
訓

練
に
取
り
組
ん
で
き
た
鈴
木
隊
長

以
下
、９
人
の
隊
員
た
ち
。大
会
は

見
事
な
秋
晴
れ
の
下
、華
々
し
く

開
会
。登
米
市
は
出
場
順
24
番
中

20
番
目
で
、競
技
開
始
か
ら
約
３

時
間
後
の
出
番
。早
め
に
昼
食
を

取
り
、出
場
１
時
間
半
前
か
ら
ウ

オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
開
始
す

る
。選
手
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
動

き
を
確
認
。支
援
に
回
っ
た
隊
員

た
ち
は
、選
手
の
動
き
を
チ
ェ
ッ

ク
。注
意
点
な
ど
を
的
確
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。徐
々
に
緊
張
感
が

高
ま
っ
て
く
る
。

競
技
開
始
10
分
前
、大
会
コ
ー

ス
入
り
が
告
げ
ら
れ
る
と
、

隊
員
全
員
で
円
陣
を
組
み
意
志
統

一
、選
手
を
コ
ー
ス
に
送
り
出
す
。

　

午
後
１
時
40
分
、競
技
開
始
。

定
位
置
に
着
く
選
手
た
ち
。選
手
、

応
援
団
に
緊
張
が
走
る
。
審
査
員

の
合
図
の
後
、櫻
井
指
揮
者
の「
操

作
始
め
」の
号
令
で
一
斉
に
動
き

出
す
。選
手
た
ち
の
動
き
に
固
さ

は
見
ら
れ
な
い
。二
つ
の
標
的
が

落
下
、大
き
な
ミ
ス
は
な
く
無
事

終
了
。タ
イ
ム
は
55
秒
72
、
得
点

69
点
。誰
も
が
緊
張
す
る
大
舞
台

で
、ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
。
上

位
入
賞
を
期
待
し
た
が
、結
果
は

惜
し
く
も
15
位
。し
か
し
、敢
闘
賞

を
受
賞
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、引
き
上
げ
て
き

た
選
手
の
目
に
は
涙
が
。そ
の
涙

は
、
選
手
だ
け
で
は
な
く
、隊
員
、

消
防
団
員
、市
職
員
な
ど
、全
て
の

登
米
市
関
係
者
の
目
に
も
浮
か
ん

で
い
た
。

新
る
挑
なた

戦
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Group Members 2015
Masumi Sato Suzue Suzuki

Mitsue Chiba Nayoko Sakurai

Mutsumi Takeda Megumi Suzuki

Ayana Asai Ai Iwabuchi

Manami Suzuki Yoshie Umemoto

優
勝
を
目
指
し
、１
年
以
上
の

訓
練
を
経
て
大
会
に
臨
む

チ
ー
ム
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、登
米
市
女
性

消
防
隊
は
、２
０
１
５
年
４
月
か

ら
訓
練
を
開
始
し
た
。大
会
ま
で

の
訓
練
日
数
は
55
日
、訓
練
時
間

は
１
３
０
時
間
。メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
も
、特
別
な
選
抜
方
式
で
は

な
く
、女
性
消
防
団
員
か
ら
の
手

上
げ
方
式
で
集
め
、そ
の
構
成
は

20
〜
50
代
が
集
ま
る
普
通
の
も
の

だ
。鈴
木
秀
彦
警
防
課
長
は「
大
会

で
あ
る
以
上
、上
位
入
賞
を
目
指

す
。し
か
し
、そ
の
メ
ン
バ
ー
を
能

力
の
高
い
人
だ
け
を
集
め
て
特
別

編
成
に
し
て
も
、現
場
の
活
動
に

つ
な
が
ら
な
い
。各
支
団
の
女
性

消
防
団
員
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

年
代
な
ど
全
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
隊
員
を
選
ん
だ
」と
そ
の

選
考
理
由
を
話
す
。

４
月
28
日
、訓
練
を
ス
タ
ー

ト
。
当
初
の
内
容
は
規
律

訓
練
だ
け
だ
っ
た
。規
律
訓
練
は
、

部
隊
行
動
時
の
立
ち
振
る
舞
い
を

教
育
す
る
も
の
。こ
の
訓
練
は
７

月
上
旬
ま
で
続
け
ら
れ
た
。ま
た
、

実
際
に
ポ
ン
プ
を
使
用
し
放
水
す

る
ま
で
は
、
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
の

動
き
だ
け
の
訓
練
だ
っ
た
。「
操
法

大
会
は
採
点
競
技
で
減
点
法
。タ

イ
ム
も
影
響
す
る
が
、基
本
的
な

動
き
が
で
き
て
い
な
い
と
点
数
は

伸
び
な
い
」と
鈴
木
課
長
は
基
本

的
な
動
き
の
重
要
性
を
語
る
。ま

ず
は
、基
礎
的
、基
本
的
な
訓
練
を

徹
底
し
た
。

７
月
８
日
、初
め
て
の
放
水
訓

練
。隊
員
た
ち
の
口
か
ら

「
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
」と
の

声
が
聞
か
れ
た
。丸
２
カ
月
以
上
、

動
き
だ
け
の
訓
練
だ
っ
た
の
で
、

よ
う
や
く
ポ
ン
プ
操
法
を
し
て
い

る
実
感
が
湧
い
た
。こ
の
３
日
後
、

タ
イ
ム
を
初
計
測
。80
秒
だ
っ
た
。

入
賞
の
た
め
に
は
、最
低
で
も
20

秒
は
縮
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

８
月
中
旬
、こ
の
辺
り
か
ら
、自

分
た
ち
で
ミ
ス
を
指
摘
し
あ
う
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。隊
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、

操
法
の
動
き
を
本
当
の
意
味
で
理

解
し
始
め
て
い
た
。し
か
し
、操
法

の
タ
イ
ム
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
。

い
つ
ま
で
も
順
調
に
い
く
わ
け
で

は
な
い
。大
会
へ
の
重
圧
と
、自
分

へ
の
ふ
が
い
な
さ
に
涙
を
流
す
隊

員
も
い
た
。

　

９
月
上
旬
、隊
員
同
士
が
具
体

的
な
指
示
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
。他
人
だ
け
で
は
な
く
、自
分
の

動
き
も
見
え
る
よ
う
に
。ま
た
、本

番
を
想
定
し
、市
消
防
団
演
習
時

に
操
法
を
披
露
。そ
れ
ま
で
の
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
し
、
57
秒
を

出
し
た
。大
会
ま
で
残
り
１
カ
月
、

よ
う
や
く
全
国
の
舞
台
が
見
え
始

め
た
。

Hidehiko Suzuki

❶
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❺ ❹
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訓
練
開
始
直
後
か
ら
約
半
年

間
、
彼
女
た
ち
を
追
っ
て
き
た
。

　

隊
員
全
員
が
仕
事
を
持
つ
社
会

人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
仕
事
と
の
折

り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
週
２
回

以
上
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の

訓
練
を
約
半
年
間
続
け
て
き
た
。

ま
た
、
隊
員
10
人
の
う
ち
６
人
が

既
婚
者
。
仕
事
以
外
に
も
家
族
の

面
倒
を
見
な
が
ら
の
取
り
組
み
で

あ
っ
た
。
女
性
の
社
会
参
画
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
き
た
と
は
い

え
、
隊
員
た
ち
に
は
相
当
な
苦
労

が
あ
っ
た
は
ず
。
彼
女
た
ち
の
取

り
組
み
に
は
頭
が
下
が
る
。　

　

全
国
大
会
直
前
の
訓
練
で
、
そ

の
支
援
に
来
て
い
た
市
消
防
団
登

米
支
団
の
秋
山
光み
つ

穂お

さ
ん
は「
彼

女
た
ち
の
取
り
組
む
姿
勢
は
素
晴

ら
し
い
。
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
、

そ
ち
ら
と
訓
練
日
程
の
調
整
だ
け

で
も
大
変
な
は
ず
。体
力
的
に
も
、

精
神
的
に
も
疲
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
。
そ
し

て
ひ
た
む
き
に
努
力
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
素
人
だ
っ
た

彼
女
た
ち
が
、（
上
位
入
賞
を
狙

え
る
）
こ
こ
ま
で
伸
び
て
き
た
の

だ
ろ
う
ね
。
彼
女
た
ち
を
見
て
い

る
と
協
力
し
た
く
な
る
ん
だ
よ
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

２
０
１
１
年
、
ド
イ
ツ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
女
子
サ
ッ
カ
ー
大
国

ア
メ
リ
カ
と
の
激
戦
を
制
し
優
勝

し
た
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
女
子

チ
ー
ム「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」。

彼
女
た
ち
が
、
身
体
的
に
不
利
な

相
手
に
も
物
お
じ
せ
ず
、
ひ
た
む

き
に
プ
レ
ー
す
る
姿
は
、
東
日
本

大
震
災
後
の
日
本
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
た
。
世
界
一
に
輝
い
た
そ

の
後
も
挑
戦
を
続
け
、
12
年
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
15
年
カ
ナ

ダ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
準
優
勝
と

輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た
。

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
と
登
米
市
女

性
消
防
隊
員
に
は
共
通
点
が
あ
る
。

そ
れ
は「
挑
戦
」
す
る
こ
と
。
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

黎れ
い
め
い明
期
か
ら「
世
界
一」
を
目
標
に

挑
戦
し
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、

世
界
の
頂
点
に
た
ど
り
着
い
た
。
し

か
し
、
目
標
を
達
成
し
て
も
そ
こ

で
終
わ
ら
ず
、
新
た
な
目
標
に
向

け
て
、
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　

女
性
消
防
隊
員
た
ち
は
、
家
庭

や
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、
全
国

大
会
に
挑
戦
を
し
た
。
人
は
あ
る

程
度
の
年
齢
に
な
っ
た
り
、
現
状

で
は
厳
し
い
と
思
っ
た
り
し
て
、

新
し
い
挑
戦
を
あ
き
ら
め
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は

教
え
て
く
れ
た
。
何
か
に
挑
戦
す

る
こ
と
は
、
年
齢
や
状
況
で
あ
き

ら
め
な
く
て
い
い
。
大
切
な
の
は

「
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
」
と

考
え
る
の
で
は
な
く「
や
る
か
、

や
ら
な
い
か
」
で
行
動
に
移
す
こ

と
。
全
て
は
自
身
の
気
持
ち
の
持

ち
方
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
。

　
☎ ☎☎

行あさ こう
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11
月
３
日
（
火
）

登
米
祝
祭
劇
場

◉▼
中
澤
宏
（
豊
里
）
▼
伊
藤
吉
浩

（
南
方
）
▼
杉
山
毅
（
迫
）
▼
鈴

木
貞
雄（
南
方
）▼
千
葉
勝
義（
豊

里
）
▼
浅
野
英
孝
（
迫
）
▼
佐
藤

四
郎
（
迫
）
▼
永
浦
勝
男
（
南
方
）

▼
橘
喜
久
男
（
迫
）

◉▼
阿
部
芳
代
（
東
和
）
▼
守
屋
慶

市
（
迫
）
▼
尾
形
穎
德
（
登
米
）

▼
佐
々
木
義
尙
（
津
山
）
▼
三
浦

直
人
（
迫
）
▼
佐
久
田
篤
（
登
米
）

▼
佐
々
木
一
男
（
津
山
）
▼
伊
藤

好
之
（
津
山
）
▼
石
川
幸
弘
（
迫
）

▼
伊
邉
初
夫
（
迫
）
▼
佐
々
木
秀

悦
（
南
方
）

◉▼
佐
藤
仁
（
豊
里
）
▼
須
藤
喜
良

（
東
和
）
▼
伊
藤
正
幸
（
東
和
）

▼
菊
地
吉
子
（
津
山
）
▼
工
藤
和

男
（
東
和
）
▼
中
山
美
彥
（
米
山
）

▼
箕
浦
壽
治
（
東
和
）
▼
城
ノ
内

納
税
貯
蓄
組
合
（
東
和
）
▼
上
町

納
税
貯
蓄
組
合
（
東
和
）
▼
五
日

町
納
税
貯
蓄
組
合
（
東
和
）

◉▼
嶋
忠
和
（
登
米
）
▼
星
ユ
キ
コ

（
迫
）
▼
佐
藤
孝
子
（
迫
）
▼
宇

藤
明
美
（
迫
）

◉▼
石
川
聡
子
（
仙
台
市
）
▼
安
藤

良
彦
（
迫
）
▼
髙
橋
利
光
（
登
米
）

▼
櫻
田
素
雪
（
大
崎
市
）
▼

賀

則
夫
（
迫
）

◉▼
鈴
木
亮
（
石
越
）
▼
佐
々
木
耕

史
（
迫
）
▼
登
米
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
（
迫
）
▼
登
米
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
南
方
）
▼
宮
城
県

登
米
市
遺
族
会
（
迫
）
▼
登
米
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
米
山
）

▼
登
米
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

（
石
越
）
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
エ
イ
ト
（
中
田
）
▼
な

み
の
会
（
豊
里
）
▼
菜
の
花
の
会

（
豊
里
）▼
た
ん
ぽ
ぽ
の
会（
豊
里
）

▼
加
々
巻
サ
ロ
ン
（
豊
里
）

◉▼
鈴
木
幸
男
（
中
田
）
▼
小
野
山

浩
一
（
豊
里
）
▼
伊
藤
博
（
迫
）

▼
佐
藤
康
（
米
山
）
▼
佐
々
木
正

弘
（
米
山
）
▼
及
川
勝
一
（
南

方
）
▼
阿
部
英
昭
（
南
方
）
▼
佐

藤
雄
（
南
方
）
▼
千
葉
光
男
（
米

山
）
▼
髙
橋
久
三
（
豊
里
）
▼
鈴

木
浩
吉（
米
山
）▼
佐
藤
清
一（
東

和
）
▼
幕
田
久
男
（
東
和
）
▼
白

石
克
浩（
中
田
）▼
布
澤
孝
弘（
中

田
）
▼
橘
和
彦
（
中
田
）
▼
柴
崎

久
幸
（
南
方
）
▼
佐
藤
章
治
（
迫
）

▼
伊
藤
功
一
（
東
和
）
▼
阿
部
道

明
（
津
山
）
▼
千
葉
清
文
（
津
山
）

▼
小
野
寺
新
市
（
中
田
）
▼
小
野

寺
照
秋（
迫
）▼
小
野
寺
政
彦（
中

田
）
▼
佐
々
木
昌
典
（
豊
里
）
▼

佐
々
木
清
信
（
津
山
）
▼
日
野
佳

智
（
南
方
）
▼
早
川
嘉
一
（
登
米
）

◉

▼
細
浦
進（
迫
）▼
千
葉
芳
彦（
迫
）

▼
高
橋
洋
（
登
米
）
▼
石
崎
誠
功

（
米
山
）
▼
冨
島
文
江
（
津
山
）

▼
菅
原
博
（
中
田
）
▼
藤
浦
秀
敏

（
南
方
）

◉▼
鈴
木
弘
之
（
迫
）
▼
佐
々
木
幸

二
（
東
和
）
▼
髙
任
健
太
郎
（
石

越
）
▼
遠
藤
宗
吾
（
石
越
）

11
月
６
日
（
金
）

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

◉▼
東
敬
三（
迫
）▼
岩
淵
勇
一（
中

田
）
▼
秋
山
耕
（
米
山
）
▼
末
永

重
信（
登
米
）▼
千
葉
敏
彥（
米
山
）

◉▼
小
寺
正
克
（
豊
里
）

◉▼
伍
十
川
英
雄
（
石
越
）
▼
八
木

し
み
子（
豊
里
）▼
吉
田
惠
子（
迫
）

◉▼
亀
卦
川
健
一
（
東
和
）
▼
佐
々

木
清
（
迫
）
▼
芳
村
忠
市
（
米
山
）

◉▼
赤
松
節
朗
（
東
和
）
▼
佐
藤
守

（
豊
里
）

11
月
13
日
（
金
）

宮
城
県
庁

◉▼
工
藤
輝
雄
（
中
田
中
学
校
長
）
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「
二
人
と
も
ち
ょ
っ
と
こ
こ
す

わ
り
な
さ
い
」

　

き
ょ
年
の
夏
、
お
母
さ
ん
が
こ

わ
い
声
で
ぼ
く
と
お
姉
ち
ゃ
ん
に

言
い
な
が
ら
細
長
い
紙
を
二
ま
い

出
し
ま
し
た
。『
水
道
し
用
り
ょ

う
の
お
知
ら
せ
』
と
書
い
て
あ
る

紙
で
、
一
か
月
に
ど
れ
ぐ
ら
い
水

道
を
つ
か
っ
て
、
そ
の
り
ょ
う
金

は
い
く
ら
か
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
金
が
く
が
前
の
月
に
く
ら
べ

て
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
水
道
の
メ
ー
タ
ー
を
し
ら
べ
に

来
た
人
に

　
「
ど
こ
か
水
が
も
れ
て
い
ま
せ

ん
か
？
」

　

と
言
わ
れ
て
す
ご
く
お
ど
ろ
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
ぼ
く
は
、

毎
日
の
よ
う
に
お
風
ろ
で
お
姉

ち
ゃ
ん
と
シ
ャ
ワ
ー
で
水
を
か
け

あ
っ
た
り
、
水
を
出
し
た
ま
ま
遊

ん
だ
り
、
ゆ
船
で
は
し
ゃ
い
で
お

湯
が
へ
っ
た
た
め
に
何
ど
も
足
し

湯
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、

心
の
中
で「
や
ば
い
！
」
と
思
い

ま
し
た
。

　
「
き
ゅ
う
に
水
道
り
ょ
う
金
が

ふ
え
た
ん
だ
け
ど
何
か
思
い
当
た

る
こ
と
は
な
い
？
」

　

紙
を
二
つ
な
ら
べ
た
ま
ま
、
こ

わ
い
顔
で
い
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ

水
の
た
ん
い
や
お
金
の
べ
ん
強
は

し
て
い
な
い
時
だ
っ
た
の
で
、
ど

れ
く
ら
い
つ
か
っ
て
ど
れ
ぐ
ら
い

高
く
な
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
、
お
母
さ
ん
が

怒
っ
て
い
る
こ
と
、
む
だ
づ
か
い

を
し
た
た
め
に
水
道
り
ょ
う
金
が

高
く
な
っ
た
こ
と
は
わ
か
り
ま
し

た
。

　
「
あ
な
た
た
ち
は
お
金
を
た
だ

な
が
し
て
す
て
た
の
と
同
じ
こ

と
。
む
だ
に
な
が
し
て
し
ま
っ
た

水
が
あ
れ
ば
ど
れ
だ
け
の
人
が
た

す
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」

　

ぼ
く
は
そ
の
と
き
、
お
母
さ
ん

が
お
こ
っ
た
の
は
水
道
り
ょ
う
金

が
高
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
大
切

な
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

前
に
テ
レ
ビ
で
せ
か
い
で
は
か

ん
た
ん
に
水
が
手
に
入
ら
な
い
国

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
小

さ
な
子
ど
も
が
遠
く
ま
で
水
く
み

に
行
く
こ
と
、
よ
ご
れ
た
い
ど
水

を
の
ん
で
び
ょ
う
気
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
。
そ
れ
に
く
ら
べ
て
日

本
は
じ
ゃ
口
か
ら
す
ぐ
き
れ
い
な

水
が
出
る
の
だ
か
ら
と
て
も
し
あ

わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
お
母
さ
ん
や

お
姉
ち
ゃ
ん
と
話
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
し
ん
さ
い
で
水

が
出
な
く
て
ふ
安
な
思
い
を
し
た

こ
と
や
の
こ
っ
た
水
を
一
て
き
も

む
だ
に
し
な
い
よ
う
に
大
切
に
つ

水
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

祖
父
の
病
で
気
付
い
た

税
金
の
あ
り
が
た
さ

　
「
税
金
と
は
何
か
？
」
と
い
う
問

い
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
答
え
を
出

せ
る
の
に
、
あ
と
何
年
か
か
る
の
だ

ろ
う
。
私
は
こ
れ
ま
で
税
に
つ
い
て

詳
し
く
教
わ
っ
た
事
も
考
え
た
事
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
作
文
を
書
く
こ
と
に
な
り
自
分
な

り
に
税
に
つ
い
て
考
え
、
勉
強
す
る

機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

税
金
は
所
得
な
ど
に
応
じ
て
公
正

に
課
税
さ
れ
公
平
に
負
担
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
道
路
を
つ
く
っ
た
り
、

学
校
や
病
院
、
消
防
署
な
ど
の
公
共

施
設
を
建
て
た
り
、
私
達
が
安
心
・

安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
税
金
を
納
め
る
大
人
達
は

気
持
ち
良
く
税
金
を
納
め
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
消
費
税
が
上
が
れ
ば
た

め
息
を
つ
く
大
人
が
い
る
。
個
人
の

収
入
に
応
じ
て
納
め
る
所
得
税
や
住

民
税
、
土
地
や
建
物
に
も
税
金
は
か

か
る
。
所
有
の
車
が
あ
れ
ば
、
自
動

車
税
や
ガ
ソ
リ
ン
税
も
か
か
る
。
私

の
身
近
で
も
た
く
さ
ん
の
税
金
を
耳

に
す
る
。
納
め
る
税
金
は
耳
に
す
る

機
会
も
多
く
、
大
人
達
は
不
平
不
満

も
口
に
す
る
。

　

で
は
、
そ
の
税
金
に
よ
っ
て
受
け

る
恩
恵
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
歩
く
道
路
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
通
っ
た
幼
稚
園
や

学
校
、
私
に
多
く
の
事
を
教
え
て
下

さ
っ
た
先
生
方
。
一
人
の
人
間
が
育

ち
、
生
き
る
事
に
多
く
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
夏
、
平
穏
だ
っ
た
日
常

を
奪
わ
れ
る
出
来
事
に
あ
う
こ
と
で

更
に
税
金
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
く

事
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
い
つ
も
優

し
く
私
の
心
配
ば
か
り
す
る
祖
父
の

病
気
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

祖
父
の
病
気
は
血
液
の
病
気
で
、

あ
ま
り
に
も
急
な
出
来
事
だ
っ
た
た

め
家
族
全
員
が
焦
り
と
戸
惑
い
、
心

配
と
不
安
で
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
祖
父
の
辛

い
治
療
を
励
ま
し
支
え
て
く
れ
て
い

る
主
治
医
の
先
生
や
看
護
師
、
病
院

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
触

れ
る
こ
と
で
安
心
を
得
ら
れ
、
月
日

を
お
う
ご
と
に
焦
り
や
戸
惑
い
は
消

え
て
い
き
ま
し
た
。
見
舞
い
の
た
め

に
通
う
病
院
で
よ
く
耳
に
す
る
の

は
、
鳴
り
や
む
こ
と
の
な
い
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
音
。
毎
日
、
何
台
も
の

救
急
車
が
こ
の
病
院
に
は
来
ま
す
。

そ
し
て
何
人
も
の
人
の
命
を
救
っ
て

い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
こ

の
病
院
は
多
く
の
命
を
救
い
励
ま

し
、
折
れ
た
心
を
癒
し
て
来
た
の
だ

と
改
め
て
知
り
、病
院
だ
け
で
な
く
、

命
を
救
う
た
め
に
警
察
官
、自
衛
隊
、

消
防
隊
員
、
津
波
の
危
機
を
呼
び
か

け
た
公
務
員
、
他
に
も
多
く
の
大
人

達
の
懸
命
な
姿
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私

達
が
当
然
の
よ
う
に
受
け
て
い
る
社

会
の
仕
組
み
は
、
大
人
達
が
一
生
懸

命
働
い
た
お
金
の
中
か
ら
納
め
る
税

金
が
基
盤
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
い
な
い

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
「
税
金
と
は
何
か
？
」
こ
の
問
い

に
答
え
を
出
す
の
は
、
私
が
将
来
、

自
分
で
働
き
税
金
を
納
め
る
時
だ
と

思
う
。
そ
れ
ま
で
私
は
も
っ
と
税
金

の
恩
恵
を
自
覚
し
、
よ
り
よ
い
社
会

を
作
る
た
め
に
税
金
に
つ
い
て
学
び

た
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
人
達
に
も

税
金
の
あ
り
が
た
さ
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
も
っ
と
税
金
に

つ
い
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
に
、
そ

れ
ら
を
わ
す
れ
て
む
だ
づ
か
い
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
は
ん
せ
い
し

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
そ
の
時
か
ら
な
る
べ

く
水
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
日
本
と
は

ち
が
っ
て
か
ん
た
ん
に
水
を
手
に

で
き
な
い
国
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
本
に
は
、
ぼ
く
た
ち
が
安

心
し
て
お
い
し
い
水
を
の
め
る
よ

う
に
は
た
ら
い
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
。
き
れ
い
で
安
心
な
水
を
飲

め
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
水
を
つ

く
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
し
ゃ

す
る
気
持
ち
を
わ
す
れ
ず
に
水
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　水害を想定した洪水避難訓練は11月15日、上沼ふれ
あいセンター・弥勒寺を本部に上沼地区で開催されま
した。関東・東北豪雨による県内各地区の堤防決壊な
どから、水害発生時の防災情報の伝達と安全な行動を
学ぶこと、課題の明確化を目的に、上沼地区コミュニ
ティ運営協議会が初めて実施しました。
　住民約530人が、高台への避難や情報伝達などを訓
練。佐藤弘

ひろ

志
し

さん（中田町寺山）は「洪水想定の訓練は初
めて。連絡網の確立や若い人たちの参加が少なかった
ので、この点の改善が必要ですね」と今後に向けての
課題を話していました。

洪水を想定し、コミュニティー単位での訓練実施は、市内で初の
取り組み。当日は雨が降り、本番さながらの訓練となりました。

　「第30回カッパハーフマラソン」は11月22日、登米総
合体育館を発着点とするコースで開催され、過去最高
の3050人が秋の登米路を駆け抜けました。レースはハ
ーフ、10㌔、５㌔など30部門で競われ、午前９時半ハー
フの部を皮切りに順次スタート。懸命に走るランナー
たちに沿道から温かい声援が送られました。30部門の
うち４部門で本市のランナーが優勝しました。
【男子】 ▼ハーフ高校生～29歳＝大坂雄一郎（中田町）
【女子】 ▼10㌔高校生～39歳＝井波由希（迫町） ▼２㌔女
子小学生＝川嶋心結（中田町）【親子】 ▼２㌔ペア＝小諸
信道・俊介（中田町）

カッパのコスチューム姿など、仮装するランナーもおり、沿道
の人たちを楽しませました。

　本市と大塚製薬の健康増進に関する連携協定締結式
は11月19日、市役所で開かれ、布施孝尚市長と大塚製薬
仙台支店の河野敦

あつ

夫
お

支店長が協定書を取り交わしまし
た。大塚製薬は、本年度から本市と協働で健康寿命延
伸に向けた講座などを実施しています。
　同社が、県内の自治体と健康増進に関する連携協定
を結ぶのは初のことです。布施市長は「本市の健康寿命
は県内で下の方。市民の生活資質向上に向け、共に取り
組んでいきたい」とあいさつ。河野支店長は「健康情報
や事業などを提案し、登米市民の健康の一助となるよ
う取り組んでいきたい」と述べました。

食育セミナーなど食を通じた健康づくり、小売業者と連携して
の健康状態の認知活動などを、協働で展開していく予定です。

　第61回竹駒産業文化賞授賞式は11月23日、岩沼市の
竹駒神社で開かれ、豊里町二ッ屋の秋山廣

ひろし

さん（写真中
央）が、竹駒産業文化賞（農業の部）を受賞しました。　
　秋山さんは、1965年から現在までの51年間、水稲奨励
品種決定現地試験担当農家として活躍。県の奨励品種
である「ひとめぼれ」「ササニシキＢＬ」「ヒメノモチ」な
どは秋山さんのほ場の試験結果を踏まえて採用されて
います。
　11月24日、市役所を訪れ布施孝尚市長に受賞を報告。
「このような賞を受賞できたことはとても光栄」と受賞
の喜びを語りました。 51年間継続しての活動は県内最長記録。秋山さんは、これから

も新しい情報・技術に取り組んでいきます。

　県内市町村制作のＣＭ作品を紹介する「2015みやぎ
ふるさとＣＭ大賞」の発表審査会は11月26日、仙台市泉
区のイズミティ 21で開かれました。
　ＣＭ大賞は、東日本放送が平成14年から毎年開催し
ているものです。今年は29市区町村から29作品の応募
がありました。
　本市からは、市観光物産協会が「水の絆」と題した作
品を出品。水でつながる登米市を表現しました。審査の
結果、惜しくも入賞は逃しましたが、構成などで高い評
価をいただきました。発表審査会の模様は、１月３日
午後３時 55分から東日本放送で放映されます。

本市作品の「水の絆」は、登米市の豊富な水資源が生み出す魅力
は美しく、唯一無二だということを伝えています。

　市内中学校の生徒が「議員」となって市長らと議論す
る「子ども議会」。「子ども議会2015」（とめ青年会議所主
催）は11月８日、市役所議場で開かれました。
　市内10校から選ばれた20人の子ども議員が登壇。自
分たちが住む登米市のまちづくりについて、中学生の
視点で質問し、布施孝尚市長、佐藤信男教育長らが、市
の考えを述べました。議長を務めた川田真

こ こ ろ

心さん（佐沼
中２年）は「テレビで見る国会中継のようで、すごく緊
張しました。議会を体験して、市民の一員であることを
再認識しました。登米市がよいまちになるよう、私た
ちも頑張ります」と今後の抱負を述べました。

中学生に身近な街路灯の整備要望や全国的な課題である人口減
少を止めるための施策についてなど、真剣に議論しました。
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市
民
課

▼
市
立
豊
里
病
院

☎
０
２
２
５（
７
６
）２
０
２
３

市
民
プ
ー
ル　

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
４
９
２

▼
迫
図
書
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

▼
登
米
図
書
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
３
３
０

▼
中
田
図
書
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）８
０
８
１

◎
12
月
15
日（
火
）か
ら
く
ん
蒸
作

業
の
た
め
臨
時
休
館
と
し
ま
す

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

の
成
績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、

ま
た
は
成
績
順
位
が
上
位
50
％
以

内
の
人
▼
家
計
＝
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、
獣
医

学
部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以

外
＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、

学
資
の
支
弁
が
著
し
く
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

平
成
28
年
１
月
４

日（
月
）〜
２
月
22
日（
月
）

※
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
市
育
英
資
金
お
よ
び
浅
野
兄
妹

奨
学
資
金
、
上
杉
奨
学
金
の
重
複

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
▼
日
本
学
生

支
援
機
構
な
ど
、
他
の
機
関
が
運

営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

　

市
で
は
、
平
成
28
年
４
月
以
降

に
進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、

奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、
大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間

内

次
の
全
て
の
条
件

が
当
て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市

内
に
在
住
し
、
生
計
の
基
礎
が
市

内
に
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康

な
人
▼
学
力
＝
最
終
学
年
の
直
近

る
、
ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
貸
与
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
教
育
委
員
会
で
決

定（
平
成
28
年
３
月
開
催
予
定
）。

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。
学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）
❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員

の
も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺

平
成
27
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯

全
員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）

❻
平
成
26
年
中
の
世
帯
全
員
の
収

入
が
分
か
る
書
類
※
所
得
控
除
の

記
載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定

申
告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の

写
し
、
事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場

合
は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、
給
与

収
入
の
み
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

の
写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
教
育
総
務
課（
総
務
係
）ま
た
は

教
育
委
員
会
各
教
育
事
務
所

教
育
委
員
会
教

育
部
教
育
総
務
課（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

平
成
28
年
度
か
ら
左
記
の
幼
稚

園
で「
保
育
所
型
預
か
り
保
育
」を

行
い
ま
す
。保
育
所
と
同
程
度
の

期
間
・
時
間
で
受
け
入
れ
ま
す
。

４
〜
５
歳
児

▼
預
か
り
時
間
は
、

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
で
す
▼
土
曜
日
お
よ
び
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
業
時
に
も
実

施
し
ま
す

保
護
者
の
就
労
な

ど
に
よ
り
、
お
子
さ
ん
の
保
育
が

必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

※
保
育
所
入
所
と
同
等
の
基
準
で

選
考
し
、
利
用
の
可
否
を
後
日
通

知
し
ま
す保

育
所
の
保
育
料
と
同

等
の
負
担
額
に
な
り
ま
す（
授
業

料
、
給
食
費
、
保
育
所
型
預
か
り

保
育
料
）

平
成
28
年
１
月
５

日（
火
）〜
１
月
20
日（
水
）

希
望
す
る
幼
稚
園

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

実

施
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す

❶
保
育
所
型
預
か
り
保
育
申
込
書

❷
家
族
状
況
票
❸
お
子
さ
ん
の
健

康
発
育
状
況
❹
就
労
証
明
書
な
ど

※
右
記
❶
〜
❹
の
書
類
と
併
せ
て

入
園
申
し
込
み（
支
給
認
定
申
請

書
兼
施
設
利
用
申
込
書
）を
し
て

く
だ
さ
い

※
既
に
保
育
所
や
別
の
幼
稚
園
に

入
所（
園
）申
し
込
み
を
し
て
い
て

も
、
保
育
所
型
預
か
り
保
育
を
実

施
す
る
幼
稚
園
に
申
し
込
み
し
直

せ
ま
す

▼
土
曜
日
お
よ
び
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
業
時
は
、
給

食
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
弁
当
持

参
と
な
り
ま
す
▼
保
育
所
型
預
か

り
保
育
を
行
う
幼
稚
園
で
も
、
通

常
預
か
り
保
育
を
並
行
し
て
実
施

し
ま
す
▼
通
常
預
か
り
保
育
の
料

金
は
従
来
と
同
じ
で
す（
短
期
利

用
日
額
２
０
０
円
、
通
年
利
用
月

額
３
５
０
０
円
）

教
育
委
員
会
教

育
部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

    ☎

    ☎

    ☎

    ☎

◎
諸
証
明
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん

◎
転
入
・
転
出
な
ど
異
動
の
届
け

出
は
で
き
ま
せ
ん

◎
出
生
・
死
亡
届
な
ど
の
届
け
出

は
、
日
直
が
受
け
付
け
ま
す

各
総
合
支
所
市

民
課

◎
１
月
３
日（
日
）の
市
民
病
院
の

小
児
科
日
曜
診
療
は
休
診
し
ま
す

各
市
立
病
院
・

診
療
所

登
米
市
斎
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）４
０
４
０

◎
期
間
中
は
、
ご
み
集
積
所
へ
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

環
境
事
業
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

環
境
事
業
所
衛

生
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

◎
１
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）

は
休
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課  

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

 

▼
各
総
合
支
所

◉
▶凍結防止用ヒーターの
コンセントを確実に差し
込みましょう
▶長期間留守にする場合
などは、水抜栓を使い水
道管の水を抜きましょう
▶メーターボックス内は、
メーター保温材や発泡ス
チロールで、凍結を防止
しましょう
※メーター保温材は、水
道事業所・各総合支所窓
口で無料配布しています。

◉
▶凍ったところにタオルなどをかぶせて、ぬるま湯
をかけてください（熱湯は蛇口などを破裂させる恐れ
があるので、避けてください）
▶蛇口が破裂したときは、水
抜栓を閉めて、お近くの給水
工事指定店に修理を依頼して
ください。水抜栓の場所が分
からないときは、破損箇所に
タオルを巻きつけて、給水工事指定店に修理を依頼
してください（修理費用は、全て自己負担となります）

▶水道事業所水道管理課（業務係）　☎ 0220（52）3311
▶水道お客様センター　　　0120（023）151
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市
水
道
事
業
所
で
は
、
水
道
に

関
す
る
作
品
を
募
集
す
る「
第
57

回
水
道
週
間
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開

催
。
図
画
、
習
字
、
標
語
、
作
文

の
部
で
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

市
内
の
小
中
学
生
と
一
般
か
ら

８
６
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の
特
選
・
入
選

作
品
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
。
そ
の
結
果
、
作
文
小
学
生
低

学
年
の
部
で
及
川
直な
お

君
が
厚
生
労

働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
は

水
道
事
業
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉

菅
原
咲さ

綾や（
上
沼
小
）

皆
川
咲さ

空く（
上
沼
小
）、

千
葉
明あ

日す

香か（
上
沼
小
）

◉

加
藤
美み

桜お（
米
岡
小
）

浅
野
由ゆ

宇う（
石
越
小
）、

本
田
次じ

元げ
ん（
石
越
小
）、
岡
田
優ゆ

衣い

（
石
越
小
）

◉

大
宮
京き

ょ
う（
豊
里
小
・
中
）

佐
々
木
優ゆ

う

香か

（
米
山
中
）

◉

澁
谷
一か

ず

志し（
東
郷
小
）

舟
嶋
妃ひ

梛な（
米
谷
小
）、

舟
嶋
嶺り

ょ
う（
米
谷
小
）、
鈴
木
里り

鳳お

夏な

（
佐
沼
小
）

◉

千
葉
真ま

悠ゆ

子こ（
東
郷
小
）

野
家
羽は

夏な（
加
賀
野
小
）、

佐
野
渚な
ぎ
さ（
南
方
小
）、
佐
竹
莉り

菜な

（
佐
沼
小
）

◉

西
城
愛あ

い

菜な（
津
山
中
）

榊
原
優ゆ

う

真ま（
西
郷
小
）、

鈴
木
楓か

え
で（
南
方
小
）、千
葉
大ひ

ろ

夢む（
新

田
中
）

◉

及
川
直な

お（
加
賀
野
小
）

熊
谷
和な

ご
み（
上
沼
小
）、
山

田
怜れ

奈な（
登
米
小
）

◉

及
川
萌も

え（
加
賀
野
小
）

千
葉
寧ね

ね々（
新
田
小
）、

園
田
ゆ
り（
新
田
小
）、
阿
部
夏な

つ

海み

（
石
森
小
）

◉

渡
邊
ち
な
み（
中
田
中
）

大
友
萌め

衣い（
東
和
中
）、

及
川
好こ

う（
米
山
中
）、及
川
莉り

奈な（
米

山
中
）

　

登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
地
域
で
育
児

を
手
助
け
で
き
る
人（
協
力
会
員
）

が
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人（
利

用
会
員
）に
援
助
す
る
活
動
で
す
。

◉
　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
で
、
自
宅

で
安
全
に
お
子
さ
ん
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
人
。
市
が
主
催
す
る

講
習
会
を
受
講
し
た
人
。

◉

平
成
28
年
２
月
９
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

南
方
庁
舎（
２
階 

住
民

情
報
セ
ン
タ
ー
内
シ
ア
タ
ー
ホ
ー

ル
）

登
米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
説
明
、

子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
・
遊
び
方
、

子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
事
故
・
事
故
防
止
・

応
急
処
置
に
つ
い
て

無
料

電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い平

成
28
年
２
月
３

日（
水
）

登

米
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局（
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

午
後
１
時
開
式（
受
け
付
け
＝
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登と

米よ
ま

総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
❶
平
成
23
年
３
月
に

市
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
❷

平
成
27
年
９
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
、
住
所
を
有
す
る
人
❸
前

述
の
❶
❷
以
外
で
市
成
人
式
に
出

席
を
希
望
す
る
人

※
対
象
と
な
る
新
成
人
の
皆
さ
ん

に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
式
当
日
は
案
内
状
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い（
12
月
中
旬
ま

で
に
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

教
育
委
員
会
教

育
部
生
涯
学
習
課

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

午
後
２
時（
開
場
＝
午
後
１
時
）

：
北
海
道
札
幌
市
生
ま

れ
。
東
京
医
科
大
学
卒
業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
一「
香
山
リ
カ
の
コ
コ
ロ

の
美
容
液
」で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を

務
め
る
。〝

よ
い
子
〞
の
心
に
何
が

起
き
て
い
る
か
〜
ネ
ッ
ト
社
会
に

お
け
る
子
育
て
〜

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

無
料（
全
席
自
由
）

※
整
理
券
が
必
要
で
す

各
総
合
支

所
窓
口
、
市
民
生
活
部
市
民
生
活

　

市
で
は
新
た
に
降
っ
た
雪
が
、

お
お
む
ね
10
㌢
以
上
の
場
合
、
町

域
ご
と
に
除
雪
作
業
を
し
ま
す
。

　

作
業
は
幹
線
道
路
を
優
先
し
ま

す
。
町
域
全
体
が
完
了
す
る
ま
で

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
な
お
、
除
雪
作

業
に
よ
る
自
宅
付
近
の
雪
だ
ま
り

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
で
除
雪
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
降
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
っ
て

走
行
な
ど
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
各
総
合
支
所
市
民
課

▼
建
設
部
土
木
管
理
課

▼
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
道
路
管
理
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
７
１
６

課
、
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課
、

登
米
祝
祭
劇
場
、
登
米
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会

お
お
む
ね
１
〜

６
歳
の
未
就
学
児
が
対
象
で
す
。

定
員
は
５
人
程
度
。
ご
希
望
の
人

は
、
平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

企
画
部
市
民
活

動
支
援
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３
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迫
　すばらしいはさまを創る協議会（尾形重

しげ

雄
お

会長）で花いっ
ぱいコンクール表彰式と研修会を開催しました。
　31回目となる今年は行政区、自治会や学校など 30の
団体がコンクールに応募。8月の現地審査と10月の最終
審査の結果入賞した17団体が表彰されました。
　表彰式後に開催された研修会では、入賞団体の実例発表
もあり、受賞者は「今年の受賞が励みになる。来年も頑張
ろうと思う」と話していました。

登米
　「とよま産業まつり」を登米総合体育館前駐車場を会場
に開催しました。会場では、登米市産の牛肉や豚肉、新鮮
な野菜が販売されたほか、仙台黒毛和牛とよま産牛ステー
キの試食コーナーには多くの人が集まり、とよまのおいし
い味を堪能していました。
　当日は、カッパハーフマラソンと地場産品まつりも同時
開催となり、さわやかな秋空の下、大勢の来場者でにぎわ
いました。

東和
　東和町の錦織地区が 11 月 26 日で交通死亡事故ゼロ
3000日を達成。市と登米警察署から錦織地域振興会の及
川登

と し

志郎
ろう

会長へ褒状が送られました。贈呈式には、同町交
通安全母の会会長、交通安全協会錦織支部長らが出席。及
川会長は「記録ゼロ達成は関係機関および地域皆さまのご
協力のおかげです。一日でも長くこの記録を伸ばしたい」
と決意を述べました。同地区では、平成19年 9月 10日
から交通死亡事故が発生していません。

中田
　市役所中田庁舎を主会場に「第29回なかだの秋まつり」
を開催しました。祭りでは農業祭・文化祭のほか、民謡や
民俗芸能、ヒーローショー、よさこい、お楽しみ抽選会な
どが催されました。また、中田の特産品のキュウリを使っ
て作る大人気コーナー「みんなでカッパ巻 !!」には、親子
連れなど230人が参加。見事118㍍の巨大カッパ巻を完
成させました。さわやかな秋空が広がる秋まつり会場は、
市内外から訪れた多くの来場者でにぎわいました。

豊里
　豊里コミュニティ推進協議会（阿部洋

よういち

一会長）では、Ｊ
Ａみやぎ登米豊里支店駐車場を会場に「軽トラ市」を開催
しました。「第 2回ＪＡ豊里支店収穫感謝祭」と併せて開
催したこの催しは、豊里地域づくり計画の一環として実施。
来場者には二ツ屋地区に伝わる郷土料理「けの汁」を振る
舞い、地場産品をＰＲしました。ポップコーンや綿あめ、
風船コーナーには、子どもたちを中心に長い行列ができる
など、大いににぎわいました。

石越
　「第 22回東京いしこし会総会・交流会」が上野東天紅
上野店で開催。関係者など81人が参加しました。交流会
では歌や踊りを披露。参加した皆さんは、ふるさとの地酒
や漬物などを味わいながら交流を深め、1年ぶりの再会を
喜びました。最後は「石越音頭」に合わせ、会場に大きな
輪ができました。事務局の三浦貞

てい

二
じ

さんは「多くの皆さん
に参加いただき感謝しています。今後も若い層の会員を増
やしていく活動を継続していきたい」と話していました。

津山
　秋の火災予防運動防火パレードを柳津市街地で実施しま
した。
　柳津小学校校庭で行われた出発式では、つやま幼稚園幼
年防火クラブの園児たちが、元気よく誓いの言葉を述べま
した。その後、つやま幼稚園保護者会や婦人防火クラブ員
らと一緒に、柳津小学校からつやま幼稚園までの区間を行
進。沿道に集まった人たちに防火啓発チラシを配りながら、
拍子木を打ち鳴らして防火を呼び掛けました。

米山
　富山県入善町で「第23回扇状地マラソンＩＮにゅうぜ
ん大会」が開催。本市からも姉妹都市交流事業として、入
善町と交流を重ねている米山・南方の小・中学生16人が
使節団として派遣され大会に出場しました。大会当日はあ
いにくの雨でしたが、全てのランナーが『友好』を胸に完
走しました。使節団は、過去に４年連続清流日本一に輝い
た黒部川や国内では珍しい平地の湧水地帯に生育する唯一
のスギ林などを見学。地元小学生との交流も深めました。

南方
　南方中学校卒業講座「赤ちゃん抱っこ・妊婦体験」が南
方農村環境改善センターで開催。南方中 3年生が参加し、
性と生について講義を受け、実際に赤ちゃんを抱っこした
り、妊婦スーツを着用して日常生活での動作を実体験した
りしました。赤ちゃん抱っこでは、ぎこちなく抱っこして
いた生徒たちも徐々に慣れ、後半は赤ちゃんが心地よさの
あまり寝てしまうほどに。この体験を通して、命の大切さ
を実感しました。

TOWNS TOPICS
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Monthly Hot Communication

Health

ちゃん
（迫町新田駅前）

ちゃん
（迫町上沢）

くん
（迫町三方島）

くん
（迫町大網東）

ちゃん
（迫町新町）

ちゃん
（迫町萩洗）

くん
（東和町米谷３区）

くん
（迫町光ヶ丘東）

くん
（迫町天形）

くん
（東和町錦織４区）

くん
（東和町米谷７区）

Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

ちゃん
（迫町江合）

くん
（迫町下舟丁）

ちゃん
（登米町渋江）

ちゃん
（登米町入谷）

佐々木　美
み

緒
お

ちゃん
（登米町遠見台）

くん
（登米町辺室山）

ちゃん
（登米町中町）

ちゃん
（中田町加賀野一）

ちゃん
（中田町加賀野一）

くん
（中田町加賀野一）

くん
（中田町茶畑）

ちゃん
（中田町加賀野一）

くん
（石越町芦倉）

くん
（石越町駅前）

ちゃん
（中田町上沼新田）

加美山　煌
きら

くん
（中田町町）

くん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（石越町第三）

ちゃん
（米山町平埣）

ちゃん
（米山町的場）

くん
（米山町野手谷地）

くん
（米山町三日町）

ちゃん
（米山町千貫）

くん
（米山町新町）

くん
（南方町峯）

くん
（南方町峯）

くん
（南方町柳沢）

くん
（南方町柳沢）

ちゃん
（南方町原）

　おはなし会では、絵本の読み聞かせ・紙芝居・
手遊びなどを行っています。家族で楽しめる内
容ですので、お気軽にご参加ください。

１月 16日（土）、１月 27日（水）
※27 日は、あかちゃんおはなし会です。

午前10 時30 分開始

迫図書館（２階研修室）

ちゃん
（米山町大又）

くん
（南方町南大畑）

ちゃん
（南方町一ノ曲）

ちゃん
（南方町板倉）

　市では、生涯を通して健康な歯と口を育てるため、その土台となる
幼児期に歯科健診とむし歯予防のためのフッ化物塗布を実施していま
す。受診料は無料です。健やかな成長のためにも忘れず受けましょう。

２歳～２歳３カ月児、２歳６カ月児、３歳児
※対象者には受診券を配布します。２歳６か月児と３歳児の歯科健診
は個別になりますので、ご希望の市内協力歯科医院
（病院）に直接お申し込みください。

歯科健診、フッ化物塗布など
詳細は市のホームページをご覧ください

http://www.city.tome.miyagi.jp/kurashi/kenko/youjisikakensin.html
市民生活部健康推進課　☎ 0220（58）2116

　「楽しかった！」と話して
くれた七海ちゃんと美空
ちゃん。おはなし会には何回
も来ています。「ねずみのさ
かなつりがおもしろかった」
と七海ちゃん。二人は「また
来たい」と話していました。

（左）佐藤 七
なな

海
み

ちゃん（７）
（右）佐藤 美

み

空
そら

ちゃん（３）
米山町
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Dream
Monthly Hot Communication

　歌と踊り、好きな
お人形にチュウする
のが大好きな紗良
ちゃん！
　紗良、生まれてき
てくれてありがとう。
大好きよ！

平成27年7月28日生まれ
迫町・下舟丁
春紀さんの長男

くん（0）

　最近ではニコニコ
笑って「うーうあー
あ」お話しするよう
になった珀愛くん！
これからも珀愛の
ペースでたっくさん
大きくなってね。

Monthly Hot Communication

Child

平成26年10月29日生まれ
米山町・六軒屋敷
真紀さんの長女

ちゃん（1）

　ぼくの将来の夢は、水族館の飼育員にな
ることです。小さいころ、水族館で見た
オットセイやペンギンが好きになったから
です。水族館で、エサをやったり、水そう
のそうじをしたりしながら、子どものペン
ギンが親の足の間で育つ様子を近くで見て
いたいです。
　それから、オットセイの好きな魚はイワ
シのほかに、何があるのか気になります。
ペンギンやオットセイをじっくり観察し
て、今まで知らなかったような特ちょうを
発見してみたいです。
　そのために、今は国語の勉強をがんばり
難しい漢字も読めるようにして、飼育のこ
とをたくさん調べられるようになりたいで
す。

Young
Monthly Hot Communication

　１５４㌢でＡ型です。
　うまい登米っこ欒

らん

やで店長をし
ています。ホールで接客をしていることが
多いです。今日のおすすめメニューを書く
のも私の仕事です（笑）。ここに勤め始めて
から10年たちました。お客さんやスタッフ
に恵まれ、毎日楽しく仕事をしています。

　明るくてにぎやかです。あ、
それと気分屋かもしれません（笑）。

　おいしいものを食べに行くこと
です。今年は京都と韓国に行きました。京都
では有名な料理人の店で京料理を、韓国で
はカンジャケジャンや焼肉を食べてきまし
た。すんごくおいしかったです。
　それと、田んぼのあぜ道で写メを撮るこ
とです。仕事柄、家に帰るのは夜中から朝方。
田んぼに水が入ると、景色がすごくきれい
です。そこを一枚ぱしゃりと。それと風景を
独り占めしてる気分はなんともいえません。

まず家にいません（笑）。おいし
いものを食べに行ったり、友達と遊んだり
しています。

特に、こういう人という
のはありません。あえて言うなら、気を遣わ
ず私が私のままいられる人ですね。

　やりたいことはた
くさんあります。一番は、世の中のいろんな
ものに出会いたいです。人だったり、もの
だったり、ほかの地域だったり。たくさん吸
収して、私の尊敬する人のように器が大き
く、説得力のある人間になりたいです。
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Half Century
Monthly Hot Communication

共
通
の
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
円
満
の
コ
ツ

見
合
い
で
結
婚
し
ま
し

た
。
結
婚
し
た
頃
に
、
農
業
を
馬

耕
か
ら
小
型
耕
運
機
に
変
え
た
の

で
、
他
の
家
の
分
も
手
広
く
や
り

ま
し
た
。
ま
た
、
津
山
町
議
員
を

５
期
務
め
、
平
成
24
年
に
は
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
る
「
自
分
史
」
を

自
主
出
版
し
ま
し
た
。

桃
生
町
か
ら
嫁
い
で

来
ま
し
た
。
私
は
中
学
の
１
学
年

下
で
、
お
じ
い
さ
ん
は
生
徒
会
長

だ
っ
た
の
で
知
っ
て
い
ま
し
た
。

山
の
上
か
ら
現
住
所
に

家
を
移
転
し
た
こ
と
で
す
。
生
活

が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
以
前
は
除

雪
な
ど
自
分
た
ち
で
し
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
は
心
の
支
え

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
。

和
太
鼓
の
響
き
に
登
米
市
の
息
吹

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。ふ
る
さ
と

の
活
力
み
な
ぎ
る
組
織
づ
く
り
を

心
強
く
感
じ
、
ふ
る
さ
と
会
も
頑

張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
在
京
津
山
会
」
は
、
折
し
も

現
天
皇
陛
下
ご
成
婚
の
年
で
あ
る

昭
和
34
年
に
、
柳
津
会
と
横
山
会

が
良
縁
に
て
合
併
し
、
現
在
ま
で

56
年
間
続
い
て
い
ま
す
。
会
員
数

は
４
百
数
十
人
で
、
関
東
地
域
在

住
の
津
山
町
出
身
者
が
親
睦
交
流

を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
津
山
町
と

の
絆
の
維
持
醸
成
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
カ

ン
ガ
ル
ー
の
会
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ

音
楽
会
、
宮
城
ふ
る
さ
と
協
議
会

主
催
被
災
地
ふ
る
さ
と
訪
問
へ
の

参
加
な
ど
活
動
し
ま
し
た
。

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、
道
の
駅
津
山「
も
く

も
く
ラ
ン
ド
」の
佐
藤
賀か

つ

お
津
雄
駅

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
か
ら
恒
例
の「
も
く

も
く
ラ
ン
ド
冬
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
施
設

や
樹
木
に
約
６
千
個
の
電
球
を

使
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ト
が
美
し
く
彩
り
ま
す
。
期
間
は

来
年
の
１
月
３
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
１
月
２
、３
日
の
二
日

間
「
も
く
も
く
ラ
ン
ド
初
売
り
」

を
催
し
ま
す
。
新
春
恒
例
の
餅
つ

き
大
会（
２
日
の
み
）を
始
め
、
無

病
息
災
を
祈
る「
獅
子
舞
」や
、
お

楽
し
み
大
抽
選
会
な
ど
を
実
施
。

も
く
も
く
ハ
ウ
ス
で
は

杉
の
矢
羽
材
で
作
っ
た

来
年
の
干
支
、
サ
ル
の

置
物
を
販
売
し
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の

冬
野
菜
で
す
ね
。
旬
の
野
菜
を

使
っ
た
手
作
り
の
漬
け
物
、
豆
餅

や
草
餅
な
ど
も
人
気
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
上
旬
か
ら
ご
当
地

グ
ル
メ「
仙
台
麩
」を
使
用
し
た

「
仙
台
麩
黒
蜜
ソ
フ
ト
」を
販
売
し

て
い
ま
す
。
サ
ク
サ
ク
な
麩
が
ア

ク
セ
ン
ト
と
な
り
と
て
も
お
い
し

い
で
す
よ
。
価
格
は
３
５
０
円
で

す
が
、
食
べ
た
感
想
を
そ
の
場
で

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
に
ア
ッ
プ

す
る
と
今
な
ら
１
０
０
円
に
な
り

ま
す（
平
成
28
年
１
月
末
ま
で
）。

ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
津
山
「
も

く
も
く
ラ
ン
ド
」

☎
０
２
２
５（
６
９
）２
３
４
１

●
2
月
号
は
短
歌
で
す
。
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
12
月
31
日（
木
）
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
会
で
は
現
在
会
員
の

増
強
運
動
中
で
す
。
入
会
希
望
者

か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
連
絡
先
＝
阿
部
）

☎
０
４
６（
２
６
１
）０
３
３
３

　

ふ
る
さ
と
の
緑
の
森
と
洋
々
た

る
北
上
川
は
い
つ
も
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
津
山
町
は
面
積

の
約
８
割
が
森
林
で
す
。
市
の
木

で
あ
る
「
ス
ギ
」
は
現
在
、
樹
齢

何
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
小

学
校
の
野
外
授
業
で
、
植
樹
・
下

草
刈
り
に
汗
を
か
い
た
す
が
す
が

し
さ
が
蘇
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
言
わ
れ
始
め
て

久
し
く
な
り
ま
す
が
、
津
山
町
約

68
㌔
㎡
の
山
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量

は
２
㌧
位
で
し
ょ
う
か
。
県
内
２

番
目
の
山
林
面
積
を
誇
る
登
米
市

全
体
で
は
、
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
賢
明
な
る
市
の
皆

さ
ん
が
「
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
」
を
視
野
に
入
れ
、

市
民
経
済
の
活
力
源
に
考
慮
中
と

耳
に
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
大
会
へ
出
場

し
た
柳
津
ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
ズ（
少

年
野
球
）の
選
手
た
ち
感
動
を
あ

り
が
と
う
。
ま
た
、
日
本
一
の
指

揮
官
の
下
、
日
夜
地
域
の
安
全
を

守
っ
て
い
る
消
防
団
津
山
支
団
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
登
米
市
の

益
々
の
発
展
、
市
民
皆
さ
ん
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
会
員
一
同
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

旅
行
で
す
。
昨
年
は
３

回
海
外
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
あ

と
は
野
菜
づ
く
り
。
自
然
薯
な
ど

を
道
の
駅
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

体
が
弱
く
な
っ
た
の

で
、
旅
行
は
国
内
旅
行
が
多
い
で

す
ね
。
歌
や
踊
り
が
好
き
で
よ
く

見
に
行
き
ま
す
。

よ
く
話
を
す
る
こ
と

で
す
ね
。
あ
と
は
一
緒
に
し
て
い

る
野
菜
づ
く
り
で
す
。

亭
主
関
白
の
自
分
に
よ

く
つ
い
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

野
菜
づ
く
り
と
旅
行
は

続
け
た
い
で
す
。
今
度
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

今
の
ま
ま
過
ご
し
た

い
ね
。
孫
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
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▶

☎

▶

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

Good health is a great blessing

㊎ ☎
☎

☎

㊏ ☎
☎

☎

㊐ ☎
☎

☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎
◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊋ ☎

㊌ ☎

㊊ ☎

㊋ ☎

㊍ ☎

㊋ ☎

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
ご
家

族
、関
係
者
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。手
話
や
筆
談
な
ど
、安
心
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
対
応
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
26
日（
火
）

❶「
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
健
康
講
話
」

＝
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
▼
放
っ
て
お
く

と
恐
ろ
し
い
病
気「
糖
尿
病
」な
ど
、生
活

習
慣
病
に
つ
い
て
保
健
師
が
話
し
ま
す

❷「
雛
飾
り
つ
く
り
・
交
流
サ
ロ
ン
」＝
午

後
１
時
〜
２
時
30
分
▼
ひ
な
飾
り
を
作
り

な
が
ら
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

※
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

市
役
所
南
方
庁
舎
２
階（
中
会
議

室
）

市
に
お
住
ま
い
の
聴
覚
や
言

語
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
、ま
た
は
家

族
、支
援
者
や
障
が
い
福
祉
に
興
味
の
あ

る
人

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

▶
事
前
申
し
込
み
は
不
要

福
祉
事
務
所
生
活
福
祉

課（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ

ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
元
気
が
な
く
何
も
や
ろ
う
と
し
な
く

な
っ
た
」「
時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な

る
」「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
話
す

よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
の
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精

神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
22
日（
金
）午
後

１
時
30
分市

役
所
南
方
庁
舎（
１
階
相
談
室
）

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

　

石
越
分
室

　

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

▼
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

　

登
米
分
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

▼
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

　

南
方
分
室

　

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

▼
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

　

豊
里
分
室

　

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

▼
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
介
護
給
付

係
）

　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

高
齢
者
に
対
し
て
、
次
の
予
防
接
種
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
、か
か
り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉

❶
満
65
歳
以
上（
平
成
27
年
12
月
31
日
現

在
）

※
65
歳
を
迎
え
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ

い❷
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
、
免
疫
の
い
ず
れ
か
の
機
能
に
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

が
い
が
あ
る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
）

平
成
27
年
10
月
13
日（
火
）

〜
平
成
28
年
１
月
30
日（
土
）

◉❶
年
度
末
の
年
齢
が
65
・
70
・
75
・
80
・

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

❷
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
対

象
者
の
❷
と
同
様平

成
27
年
４
月
１
日（
水
）

〜
平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）

※
対
象
年
齢
前
に
接
種
し
た
い
人
や
、
対

象
年
齢
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
任

意
接
種
で
き
ま
す
。

※
一
度
助
成
を
受
け
た
人
は
対
象
外
で

す
。

ど
ち
ら
の
予
防
接
種
も
市
内

協
力
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

大
崎
市
民
病
院
の
受
診
に
は
、
保
険
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
と
事
前
の
診
療
予

約
が
必
要
で
す
。　

　

当
院
は
、
地
域
の
医
療
機
関
で
は
対
応

が
難
し
い
高
度
専
門
医
療
を
提
供
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
機
関

と
の
役
割
分
担
、医
療
連
携
す
る
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
医
療
の
質
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
の
受
診
の
際
、
予
約
は

不
要
で
す
が
、
で
き
る
限
り
紹
介
状
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

大
崎
市
民
病
院
地
域
医

療
連
携
室

☎
０
２
２
９（
２
３
）３
３
１
１

　

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ

ン
ク
機
構
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

子
、
父
母
、
祖
父
母
の
三
世
代
に
わ
た

っ
て
家
族
な
ど
、
人
の
集
団
の
健
康
に
関

係
し
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と（
病
気
の

発
生
や
悪
化
、
あ
る
い
は
死
亡
な
ど
）を

把
握
し
、
状
態
の
変
化
と
そ
の
原
因
に
な

る
こ
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
協
力
い
た

だ
い
た
ご
家
族
へ
報
告
し
ま
す
。
普
段
の

健
康
管
理
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
場
合
は
、
左
記
の
連
絡
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
調
査
へ
の
参

加
者
は
全
国
で
３
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
母
子
の
健
康
の
た
め
に
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・

メ
ガ
バ
ン
ク
機
構
三
世
代
コ
ホ
ー
ト
室

☎
０
２
２（
７
１
８
）５
１
６
２

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
、
冬
期
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

ト
イ
レ
に
行
っ
た
あ
と
や
、
調
理
の
際

に
は
、
せ
っ
け
ん
を
使
い
爪
の
間
、
手
の

甲
や
手
首
な
ど
も
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ

う
。

◉
　

調
理
後
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を

か
け
た
り
塩
素
系
漂
白
剤
に
つ
け
る
な
ど

し
て
、
十
分
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

酢
や
湯
通
し
程
度
の
過
熱
で
ウ
イ
ル
ス

は
死
に
ま
せ
ん
。
食
品
の
中
心
部
を
85
度

で
１
分
以
上
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
。

▶

▶
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１
４
０
０
円
お
得
で
す
。

平
成
28
年
１
月
８

日（
金
）

迫
公
民
館　

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

◉

小
学
１
〜
６
年
生

45
人

仕
事
な
ど
で
昼
間

保
護
者
が
家
に
い
な
い
家
庭

▼
月
〜
金
曜
日（
下
校

〜
午
後
７
時
）▼
土
曜
日（
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
、
第
２
土
曜

日
は
休
み
）▼
長
期
休
業
日
（
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

有
料（
学
年
な
ど
に
よ
り

金
額
が
異
な
り
ま
す
）

◉

迫
町
森
・
北
方
・

新
田
地
区（
地
区
別
に
開
催
）

※
そ
の
他
の
地
区
の
人
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

各
地
区
15
組
程
度

▼
森
＝
毎
週
金
曜
日

▼
北
方
＝
毎
週
水
曜
日
▼
新
田
＝

毎
週
木
曜
日（
各
地
区
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
）

無
料（
た
だ
し
、
お
や
つ

災害時安定供給施設

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

平
成
28
年
１
月
21
日

（
木
）、
22
日（
金
）、
28
日（
木
）、

29
日（
金
）／
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

※
４
日
間
で
１
講
座
で
す

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
南
方
庁
舎
２
階
）

表
計
算
ソ
フ
ト
エ
ク
セ

ル
２
０
１
３（
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込

み
の
場
合
２
０
０
７
〜
２
０
１
０

で
も
可
）を
使
用
。
数
値
や
数
式

の
表
計
算
、
基
本
的
な
表
作
成
な

ど
を
学
び
ま
す入

門
講
習
受
講
者
、

ま
た
は
同
程
度
の
知
識
の
あ
る
人

市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

情
報
セ
ン
タ
ー

の
パ
ソ
コ
ン（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
）

を
使
用
し
ま
す
が
、持
ち
込
み（
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま
た
は
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
７
・
８
）で
も
可
。

各
18
人（
先
着
順
）

１
２
９
６
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

南

方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

（
受
け
付
け
＝
平
成
28
年
１
月
５

日（
火
）午
前
９
時
か
ら
開
始
）

０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

※
開
館
日
は
、
火
〜
日
曜
日
、
祝

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す

　　

迫
公
民
館
で
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
を
開
催
、
そ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
17
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

岩
手
県
夏
油
高
原
ス
キ
ー

場

❶
初
級
者（
初
心
者
）コ
ー

ス
❷
中
級
者
コ
ー
ス
❸
上
級
者

コ
ー
ス
▼
参
加
者
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽

し
く
分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す

20
〜
40
歳
の
男
女

限
定
40
人

３
千
円（
リ
フ
ト
５
時

間
券
代
）

※
昼
食
、
レ
ン
タ
ル
な
ど
は
自

己
負
担
。
個
人
で
行
く
よ
り

代
と
し
て
月
千
円
程
度
と
傷
害
保

険
料
と
し
て
年
間
８
０
０
円
程
度

か
か
り
ま
す
）

◉

錦
児
童
館
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
平
成
28
年
１
月
30

日（
土
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

社

会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
錦
児
童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

　

平
成
28
年
度
の
償
却
資
産
の
申

告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

賦
課
期
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）

現
在
で
、
事
業
で
使
用
す
る
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
・
事

業
所
の
皆
さ
ん
は
、
平
成
28
年
２

月
１
日（
月
）ま
で
に
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

課
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産

は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事

業
で
使
用
さ
れ
る
資
産（
構
築
物
、

機
械
お
よ
び
装
置
、
車
両
お
よ
び

運
搬
具
、
工
具
・
器
具
お
よ
び
備

品
な
ど
）で
す
。
早
め
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

各
総
合
支
所
市
民
課

　

平
成
25
年
現
在
、
全
国
で
は
約

８
２
０
万
戸
の
空
き
家
が
あ
り
、

こ
の
20
年
間
で
１
・
８
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
戸
建

て（
木
造
）住
宅
が
約
２
２
０
万
戸

で
、賃
貸
用
住
宅
を
除
い
た
場
合
、

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年

で
は
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な

い
も
の
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り

空
き
家
が
増
え
て
い
ま
す
。
空
き

家
を
放
置
す
る
と
、
自
然
災
害
に

　農業委員会等に関する法律が平成 27 年８月に改正。農業委員の選出
方法が、公選制から市町村長の選任制に変わりました。そのため農業
委員会委員選挙人名簿は調製しないことになり、登載申請の必要がな
くなりましたのでお知らせします。

農業委員会事務局（農政総務課）　☎ 0220（34）2317
選挙管理委員会事務局　☎ 0220（22）2198

よ
る
倒
壊
や
建
築
材
の
飛
散
、
防

犯
な
ど
で
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

空
き
家
の
所
有
者
、
管
理
者
は

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
、
適
正
な
管
理
に

努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
防
災
性
の
低
下（
倒
壊
、外
壁
落

下
、火
災
）▼
防
犯
性
の
低
下（
犯

罪
の
誘
発
）▼
衛
生
の
悪
化（
ゴ
ミ

不
法
投
棄
、悪
臭
、獣
害
）▼
景
観

の
悪
化
な
ど

総
務
部
防
災
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

市
内
に
あ
る
賃
貸
や
売
却
可
能

な
空
き
家
の
情
報
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

提
供
さ
れ
た
物
件
情
報
は
、
市

の「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」へ
登
録

後
、
利
用
希
望
者
へ
情
報
提
供
し

ま
す
。

　

物
件
情
報
の
提
供
希
望
者
お
よ

び
利
用
希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❶
登
録
物
件
が
必
ず
売
買
、
賃
貸

借
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
❷
市

は
、
登
録
さ
れ
た
物
件
情
報
の
紹

介
や
必
要
な
連
絡
調
整
な
ど
は
し

ま
す
が
、当
事
者
間
で
の
賃
貸
借
・

売
買
に
関
す
る
交
渉
、
契
約
な
ど

の
仲
介
は
し
ま
せ
ん企

画
部
市
民
活

動
支
援
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

死

shim
inkatsudo@

city.

tom
e.m
iyagi.jp

　

市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
市
が

差
し
押
さ
え
た
動
産
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
売
却
し
ま
す
。

 

せ
り
売
り

 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

が
提
供
す
る
公
売
に
関
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
上

 http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
、
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
も
、
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
人
で
す
。

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

㊋

㊎

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏
㊏
㊏
㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

平
成
28
年
１
月
７

日（
木
）か
ら
各
総
合
支
所
の
掲
示

板
に
公
示
し
ま
す

平
成
28
年
１
月
７
日

（
木
）午
後
１
時
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能

平
成
28
年
１

月
７
日（
木
）午
後
１
時
〜
１
月
22

日（
金
）午
後
11
時平

成
28
年
１
月
29

日（
金
）午
後
１
時
〜
１
月
31
日

（
日
）午
後
11
時

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

県
お
よ
び
市
町
村
が
税
金
な
ど

の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
動

産
を
売
却
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
、
掘
り
出
し
物
が

お
得
に
買
え
る
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
16
日（
土
）

午
前
10
時
30
分（
開
場
・
物
品
の

下
見
・
公
売
の
説
明
＝
午
前
９
時

30
分
）

※
出
品
物
の
都
合
で
入
札
中
止
ま

た
は
回
数
な
ど
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

名
取
市
文
化
会
館（
名
取

市
増
田
字
柳
田
５
２
０
）購

入
代
金
、

印
鑑
、
身
分
証
明
書
、
代
理
で
入

札
す
る
場
合
は
委
任
状

県
税
務
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

地
方
税
徴
収
対
策
室

☎
０
２
２（
２
１
１
）６
６
８
１

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://

w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/
zeim

u/goudoukoubaikai.htm
l

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に

よ
り
、
新
た
な
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

　

新
た
な
施
設
の
整
備
に
伴
い
、

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
等
処
理
に
よ

る
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
、

評
価
す
る
た
め
、
生
活
環
境
影
響

調
査
を
実
施
し
、
調
査
結
果
を
報

告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

左
記
に
よ
り
、
報
告
書
の
縦
覧

お
よ
び
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
環
境
事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
豊
里
町
平
林
１
１
１
―
７
）

▼
環
境
事
業
所
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
南
方
町
寺
袋
６
９
）縦

覧
場
所
に
用

意
す
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
５

日（
火
）〜
２
月
４
日（
木
）

※
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）縦

覧
申
し
込

み
の
際
に
受
付
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

環
境
事
業
所
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
７
６
）０
１
０
２

環
境
事
業
所
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
０
６
４

◉
　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

で
あ
る
農
業
者
が
、
よ
り
豊
か
な

老
後
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
国

民
年
金（
基
礎
年
金
）に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

◉
　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
で
あ
れ
ば
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す（
農
業
経
営
者
の

ほ
か
、
農
業
に
従
事
す
る
家
族
も

加
入
で
き
ま
す
）。

◉▼
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
の
額

は
自
由（
月
額
２
万
〜
６
万
７
千

円
）に
決
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
業
経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に

応
じ
て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税

の
節
税
に
な
り
ま
す
▼
認
定
農
業

者
な
ど
農
業
の
担
い
手
に
は
、
保

険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が

あ
り
ま
す

農
業
委
員
会
事

務
局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
制
度
に
加
入

し
て
い
て
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い
ま

す
。
ご
自
身
が
、
制
度
に
加
入
し

て
い
た
か
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い

て
も
お
調
べ
し
ま
す
。
ま
た
、
罹

災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
お
よ
び
被

共
済
者
の
皆
さ
ん
が
、
各
種
手
続

き（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
な
ど
）の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
、
最
寄
の
支
部
ま
た
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構（
林
業

退
職
金
共
済
事
業
部
）

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　

平
成
27
年
４
月
に
開
校
し
た
登

米
総
合
産
業
高
校
か
ら
、
平
成
28

年
３
月
に
は
じ
め
て
の
卒
業
生
が

巣
立
ち
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
、

上
沼
高
校
と
米
山
高
校
の
同
窓
会

が
統
合
し
、
新
た
に「
登
米
総
合

産
業
高
等
学
校
同
窓
会
」を
設
立

し
ま
す
。

　

左
記
の
と
お
り
設
立
総
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
27
日（
水
）

午
後
６
時登

米
総
合
産
業
高
校　

総
合
産
業
教
室
１

登
米
総
合
産
業

高
校
同
窓
会
設
立
準
備
委
員
会
事

務
局

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

で
す
。
１
１
０
番
通
報
は
、
緊
急

の
場
合
に
使
わ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
が
、
本
年
１
〜
10
月
の
通
報
を

見
る
と
、
間
違
い
や
無
応
答
電
話

な
ど
が
２
万
５
千
件
と
、
全
体
の

約
20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
緊
急

の
助
け
を
求
め
る
と
き
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

１
１
０
番
通
報
は
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
県
警
で
は
緊
急
時
以
外

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
相
談
ダ
イ

ヤ
ル「
♯
９
１
１
０
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。緊
急
時
以
外
の
相
談
は
、

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◉
　

佐
沼
警
察
署
で
は
、
２
０
１
５

夏
の
甲
子
園
決
勝
で
大
活
躍
し
た

本
市
出
身
で
仙
台
育
英
高
等
学
校

野
球
部
員
の
佐
藤
将し

ょ
う

太た

君
を
一

日
警
察
署
長
に
委
嘱
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
に

は
、
市
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
は
っ
と
ン
」や
県
警
マ
ス
コ
ッ
ト
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（平成27年11月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,548 10,279 10,905 21,184 （▲17）

登米 1,807 2,390 2,608 4,998 （▲6）

東和 2,423 3,332 3,461 6,793 （▲10）

中田 4,936 7,729 8,187 15,916 （▲2）

豊里 2,143 3,359 3,430 6,789 （▲11）

米山 2,854 4,700 4,929 9,629 （▲4）

石越 1,602 2,537 2,631 5,168 （▲8）

南方 2,641 4,299 4,542 8,841 （▲16）

津山 1,204 1,705 1,857 3,562 （▲3）

合計 27,158 40,330 42,550 82,880 （▲77）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○冬道の安全運転１・２・３運動を３月31日まで展開中
　❶１割のスピードダウン❷２倍の車間距離❸３分早めの
出発
○これからの時期、出勤・通学時の滑走事故が多発しま
す。安全な速度、十分な車間距離の保持など、安全運転
に努めましょう

（平成27年11月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 243件 285件 ▲42件

死者数 2人 1人 1人

負傷者数 317人 343人 ▲26人

物損事故
発生件数 1,442件 1,547件 ▲105件

※平成27年１月からの延べ件数

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.05 晴れ
消防署津山出張所 0.06 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
み
や
ぎ
く
ん
」も

来
場
す
る
ほ
か
、
パ
ト
カ
ー
な
ど

を
展
示
。
子
ど
も
用
制
服
を
着
用

し
て
の
写
真
撮
影
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼（
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
）佐

沼
警
察
署
地

域
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

◉

平
成
28
年
１
月
14
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時
20
分

仙
台
市
情
報
・
産
業
プ

ラ
ザ（
ア
エ
ル
５
、６
Ｆ
）

合
同
適
性
試
験
、
合
同

企
業
説
明
会
、
採
用
後
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
求
職
者
と

企
業
を
支
援
し
ま
す

平
成
28
年
３
月
卒
業

予
定
者（
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
門
、
専
修
学
校
）お
よ

び
若
年
求
職
者（
44
歳
以
下
）

県
内
に
本
支
店
、

営
業
所
な
ど
が
あ
る
企
業
約
50
社

み
や
ぎ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ　

中
小
企

業
・
大
学
等
就
職
支
援
事
業
室

☎
０
２
２（
７
４
５
）０
０
０
７

http://w
w
w
.m
iyagi-jobcafe.jp

　

豊
里
町
商
工
業
協
同
組
合
で
発

行
し
た「
共
通
商
品
券
」は
、
平
成

28
年
１
月
31
日（
日
）で
取
り
扱
い

を
終
了
し
ま
す
。
商
品
券
を
お
持

ち
の
人
は
、利
用
終
了
日
ま
で
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。１

月
31
日（
日
）

豊
里
町
商
工
業

協
同
組
合（
登
米
み
な
み
商
工
会

豊
里
支
所
内
）

☎
０
２
２
５（
７
６
）３
２
７
４

　

学
業
、
不
登
校
、
い
じ
め
、
問

題
行
動
、
子
育
て
な
ど
、
子
ど
も

に
つ
い
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い

ま
せ
ん
か
。
市
教
育
研
究
所
で

は
、
経
験
豊
か
な
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
教
育
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
専
用

電
話
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
18
日

（
月
）、
26
日（
火
）／
２
月
８
日

（
月
）、
15
日（
月
）、
22
日（
月
）、

29
日（
月
）
／
３
月
８
日（
火
）、

14
日（
月
）

午
前
10
時
、

11
時
、
午
後
１
時
、
２
時
、
３
時
、

４
時

※
相
談
時
間
は
50
分
間
で
す
。

市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

２
階
「
教
育
相
談
室
」

※
来
所
し
た
ら
、
直
接
２
階
相
談

室
前
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
、
電
話

相
談
。
ど
ち
ら
も
電
話
に
よ
る
予

約
が
必
要
で
す

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時（
月
〜
金
曜
日
、
祝
日

を
除
く
））

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

市
教
育

研
究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

　

市
で
は
、弁
護
士
、司
法
書
士
と

協
力
し
、債
務
の
返
済
な
ど
に
つ

い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
日
は
月
２
回
で
す
。秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
１
月
８
日

（
金
）、１
月
22
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

８
日
＝
柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法

書
士
）、22
日
＝
開か

い

発ほ
つ

健け
ん

次じ
（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
工

観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

市
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し

て
、成
年
後
見
や
保
佐
な
ど
の
法

定
後
見
お
よ
び
任
意
後
見
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
16
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

❶
南
三
陸
司
法
書
士
相
談
セ
ン

タ
ー（
南
三
陸
町
志
津
川
字
沼
田

１
６
０
―
１
）

☎
０
２
２
６（
４
６
）４
０
５
１

❷
石
巻
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
石
巻
市
鋳
銭
場
５
―
９　

い
せ

ん
ば
プ
ラ
ザ
１
０
２
）

☎
０
２
２
５（
９
６
）３
６
１
１

❸
大
崎
司
法
書
士
相
談
セ
ン
タ
ー

（
大
崎
市
古
川
旭
４
―
２
―
１　

ア
サ
ヒ
ビ
ル
１
０
２
号
室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
８
０
２

宮
城
県
司
法
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

　

年
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
完
全
電
話
予
約
制

で
す
。前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
28
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１

時
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

平
成
28
年
１
月
26
日

（
火
）❶
午
前
９
時
30
分
〜
❷
午
前

11
時
〜
❸
午
後
１
時
30
分
〜
❹
午

後
３
時
〜県

東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◉
　
「
今
ど
き
の
結
婚
」
に
つ
い
て

気
軽
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
予

約
・
参
加
費
は
不
要
。
男
性
、
女

性
、
未
婚
者
、
既
婚
者
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

コ
ン
テ
ナ
お
お
あ
み
（
迫

町
佐
沼
字
大
網
２
１
８
―
１
）

◉「
心
も
カ
ラ
ダ
も
ほ
っ
こ
り

ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
」

平
成
28
年
２
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時（
受

け
付
け
＝
午
前
10
時
〜
）

迫
公
民
館（
迫
町
佐
沼
字

中
江
２
丁
目
６
―
１
）

】
20
〜
40
歳
代
の
独
身

男
女

男
女
各
８
人

男
性
３
千
円
、
女
性

千
円

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

平
成
28
年
２

月
13
日（
土
）午
後
６
時
ま
で

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW
edding

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

現
在
の
市
の
自
然
環
境
は
、
経

済
性
や
効
率
性
を
優
先
し
た
近
代

化
や
開
発
に
よ
り
、
野
生
動
植
物

の
生
態
系
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
を
再
生
し
、
生
態
系
を
維

持
し
な
が
ら
自
然
環
境
を
持
続
的

に
利
用
し
て
い
く
方
法
な
ど
、
人

と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。入
場
は
無
料
で
す
の
で
、

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
40
分

迫
公
民
館（
２
階 

軽
運

動
場
）

▼
基
調
講
演「
生
物
多
様

性
の
保
全
に
向
け
た
子
た
ち
の
可

能
性
」＝
田
邊
龍り

ゅ
う

太た

氏（
財
団
法

人
日
本
生
態
系
協
会
）

▼
事
例
発
表「
メ
ダ
カ
の
里
づ
く

り
」＝
笹
村
五ご

郎ろ
う

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
里
山
水
棲
生
物
保

存
会
理
事
長
）

50
人

事
前
に
電
話
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

市
民
生
活
部
環
境
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部
環

境
課（
環
境
政
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp
こ
の
講
演
会
は
全
国

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協

議
会
か
ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実

施
し
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ
ア
選
抜
選
手

佐
沼
小
６
年　

迫
町
錦
西

　

日
本
野
球
機
構（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）と
プ

ロ
野
球
12
球
団
が
連
携
し「
子
ど

も
た
ち
が『
プ
ロ
野
球
へ
の
夢
』と

い
う
目
標
を
よ
り
身
近
に
持
て
る

よ
う
に
」と
開
催
し
て
い
る「
Ｎ
Ｐ

Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
」。こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場

す
る「
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
ジ
ュ
ニ

ア
」（
以
下
、楽
天
ジ
ュ
ニ
ア
）に
佐

沼
小
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
所
属
す
る

三
浦
宗
大
投
手
が
選
ば
れ
た
。

　

楽
天
ジ
ュ
ニ
ア
は
、東
北
６
県
、

約
２
万
２
千
人
の
野
球
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
中
か
ら
18
人
を
選
出
。市

内
か
ら
は
、３
年
前
加
賀
野
ジ
ュ

ニ
ア
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
阿
部
大
夢

（
現
仙
台
育
英
学
園
秀
光
中
）以
来

２
人
目
の
選
出
と
な
る
。

　

三
浦
は「
練
習
後
、整
列
し
て
い

る
時
に
、コ
ー
チ
か
ら
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。そ
の
と
き
は
、び
っ
く
り

し
て
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
笑
顔
で
話
す
。

　

三
浦
が
野
球
と
出
会
っ
た
の
は

４
歳
頃
。２
歳
年
上
の
兄
と
、
自

宅
駐
車
場
で
小
さ
い
バ
ッ
ト
使
っ

て
遊
び
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。

そ
れ
か
ら
は
天
気
さ
え
良
け
れ

ば
、近
所
の
友
達
と
野
球
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　

本
格
的
に
始
め
た
の
は
小
２

の
時
。兄
と
共
に
佐
沼
小
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
に
入
っ
た
。そ
こ
か
ら
、

め
き
め
き
と
頭
角
を
現
す
。持
ち

前
の
身
体
能
力
で
、二
塁
手
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
小
４
で
勝
ち
取

る
。新
人
メ
ン
バ
ー
で
は
、投
手
と

し
て
活
躍
。そ
の
後
、遊
撃
手
、投

手
へ
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
移
し
た
。

　

本
年
度
は
、投
打
の
柱
と
し
て

獅
子
奮
迅
の
大
活
躍
。Ｊ
Ａ
共
済

県
大
会
優
勝
、県
ジ
ャ
ン
ボ
大
会

３
位
、県
学
童
大
会
ベ
ス
ト
８
入

り
に
貢
献
。古
豪
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

復
活
を
県
内
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

三
浦
の
売
り
は
最
高
１
２
０
㌔

の
速
球
と
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

制
球
力
。ま
た
、小
学
生
離
れ
し
た

ス
イ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
と
快
速
を
持

ち
、
投
走
打
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
マ

ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。

　
「
楽
天
ジ
ュ
ニ
ア
は
、選
手
全
員

の
レ
ベ
ル
が
高
く
、プ
レ
ー
し
て

い
て
楽
し
い
で
す
。で
も
、ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
の
仲
間
が
い
な
い
の
で
、

少
し
寂
し
い
」と
仲
間
思
い
の
一

面
を
見
せ
る
。

　

大
会
は
12
月
27
日
か
ら
３
日
間

の
日
程
で
、宮
崎
県
の
サ
ン
マ
リ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
崎
な
ど
を
会
場

に
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
争
わ
れ
る
。

　
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
代
表
と
し

て
、頑
張
り
ま
す
。目
標
は
、１
試

合
で
も
多
く
出
場
し
て
の
優
勝
で

す
。負
け
る
の
大
嫌
い
な
ん
で
」

　

強
い
気
持
ち
を
持
っ
た
心
優
し

き
負
け
ず
嫌
い
は
、06
年
以
来
の

優
勝
と
い
う
、少
し
早
め
の
お
年

玉
を
宮
城
に
持
ち
帰
っ
て
く
る
。
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Sota Miura

第第
5454
回
全
国
俳
句
大
会

回
全
国
俳
句
大
会

秀
逸
賞
を
受
賞

秀
逸
賞
を
受
賞

迫
町
光
ヶ
丘
東　

昭
和

迫
町
光
ヶ
丘
東　

昭
和
1111
年
生
ま
れ

年
生
ま
れ

Naoyuki Fujino
　
「
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話

す
藤
野
さ
ん
。
９
月
８
日
、
第
54

回
全
国
俳
句
大
会（
公
益
社
団
法

人
俳
人
協
会
主
催
）は
東
京
の
有

楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、最

優
秀
賞
で
あ
る
大
会
賞
に
次
ぐ
秀

逸
賞
に
選
ば
れ
た
。受
賞
は
、昨
年

に
引
き
続
き
二
度
目
。

　

受
賞
作
は

　
「
時し

雨ぐ
れ

忌き

の
風か

ぜ

に
松ま

つ

鳴な

る
雄お

島じ
ま

か
な
」

　

松
尾
芭ば

蕉し
ょ
うの
こ
と
を
詠
ん
で
い

る
。時
雨
忌
は
芭
蕉
の
忌
日
の
10

月
12
日
を
表
し
、雄
島
は
松
島
町

に
あ
る
芭
蕉
が
訪
れ
た
島
の
こ

と
。雄
島
の
松
が
、
風
に
吹
か
れ

て
い
る
風
景
を
詠
ん
だ
。

　

今
大
会
で
は「
特
選
以
上
の
入

賞
」を
目
標
に
掲
げ
、俳
句
作
り
に

取
り
組
ん
だ
。芭
蕉
に
関
連
す
る

句
を
作
り
た
い
と
思
い
、雄
島
に

出
掛
け
た
。松
林
を
歩
い
て
い
る

と
、松
が
風
に
吹
か
れ
て
ざ
わ
つ

い
て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
瞬
間
に

句
を
ひ
ら
め
い
た
。「
こ
れ
は
よ
く

で
き
た
」と
、上
位
入
賞
の
期
待
が

膨
ら
ん
だ
。

　

俳
句
と
は
、五
・
七
・
五
の
十
七

音
か
ら
成
る
定
型
詩
。「
季
語
」と

呼
ば
れ
る
季
節
を
表
す
言
葉
を
含

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

ル
ー
ル
が
あ
る
。

　

大
会
を
主
催
す
る
俳
人
協
会

は
、国
内
に
３
つ
あ
る
大
き
な

団
体
の
一
つ
。今
大
会
に
１
万

３
２
１
４
句
の
投
句
が
あ
り
、
藤

野
さ
ん
は
約
40
句
を
投
句
し
た
。

「
下
手
な
鉄
砲
も
数
撃
ち
ゃ
当

る
」
と
、俳
句
の
先
輩
か
ら
言
わ

れ
、多
く
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。今

で
は
そ
れ
が
モ
ッ
ト
ー
に
な
っ
て

い
る
。

　

藤
野
さ
ん
は
自
然
を
詠
ん
だ

俳
句
が
得
意
だ
。自
身
の
体
験
を

基
に
し
た
も
の
が
多
く
、抽
象
的

な
表
現
を
避
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
。「
聞
く
人
、見
た
人
に
も
イ

メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
や
す
い
よ
う

に
」す
る
た
め
だ
。今
回
受
賞
し
た

句
も
、実
際
に
現
地
に
赴
き
、自
然

を
感
じ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

俳
句
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

14
年
ほ
ど
前
に
、友
達
数
人
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
し
た
と
き
の
こ

と
。友
達
が
俳
句
を
詠
み
始
め
た

の
で
、「
大
し
た
こ
と
な
い
よ
」
と

思
い
参
加
。「
全
然
だ
め
。
こ
ん
な

の
俳
句
じ
ゃ
な
い
」と
言
わ
れ
、悔

し
か
っ
た
の
で
俳
句
を
始
め
た
。

　
「
人
が
ご
飯
を
食
べ
て
元
気
に

な
る
よ
う
に
、句
を
詠
む
と
元
気

に
な
る
」

　

藤
野
さ
ん
に
と
っ
て
、俳
句
は

人
生
の
友
と
言
え
る
。句
の
材
料

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
の
で
、
外
出

す
る
と
き
は
ペ
ン
と
メ
モ
帳
を
欠

か
さ
ず
持
ち
歩
い
て
い
る
。

　
「
次
は
大
会
賞
を
取
り
た
い
」

と
、今
日
も
俳
句
を
詠
ん
で
い
る
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　年齢を感じさせない機敏な動きで自転車に乗るの
は、10月 31 日に仙台市で開催された「第 11回
交通安全高齢者自転車大会」で団体優勝を果たした
『登米Aチーム』の金田庄七さん、阿部進さん、菅
野健一郎さんの３人。
　高齢者自転車大会は65歳以上が対象で、板乗り
や８の字走行などの技能走行と、一時停止や踏切な
どの法令走行を減点方式で審査し合計得点で競いま
す。今回は県内各地から20チームが参加しました。
　チームの皆さんは、大会の約 2週間前から練習
を開始。指導員の佐々木康明さん指導の下、スマー
トフォンでの動画撮影などを取り入れながら、自分
たちの運転などを改善しました。
　リーダーの金田さんは「今回の優勝は交通安全協
会と登米警察署のバックアップがあってのこと。指

導員はもちろん、交通安全協会、登米警察署皆さん
のご指導のおかげです。本当に皆さんに感謝してい
ます。また来年も出場したいですね」と笑顔で話し
ます。登米署管内の出場チームは昨年も団体で優勝、
3位に輝いており、これまで計 6回の団体優勝を
果たしています。
　「登米署管内では 3年間交通死亡事故ゼロを記録
しています。これも一人一人の心がけによるもので、
今回の受賞は地域総ぐるみの取り組みの結果。2連
覇を達成できたことは本当に素晴らしいことです」
と登米警察署花田啓

けい

太
た

交通課長。
　「今回の受賞をきっかけに、自転車を通じて地域
の交通安全リーダーとして貢献したいです」と笑顔
で話す皆さん。長い人生経験と技術が地域に安全・
安心をもたらします。

▼
２
０
１
５
年
は
、
公
私
と
も

に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
年
。

一
番
大
き
な
出
来
事
は
こ
の
仕

事
に
戻
っ
た
こ
と
。
10
年
間
、

中
で
の
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心

だ
っ
た
の
で
、
取
材
の
楽
し
さ

を
忘
れ
て
い
た
。
多
く
の
皆
さ

ん
と
話
を
し
て
、
元
気
を
も
ら

え
る
こ
と
。
2
0
1
6
年
も

元
気
を
も
ら
い
に
ま
ち
へ
出
ま

す
。（
及
川
）

▼
２
０
１
６
年
は
申さ
る

年
。「
サ

ル
」は
古
来
か
ら
不
幸
が
去
る
、

苦
難
が
去
る
な
ど
の
縁
起
の
良

い
動
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
動
物
だ
そ
う
で
す
。
今
年
は

取
材
を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
人
と

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
来

年
も
木
か
ら
木
へ
と
飛
び
回
っ

て
い
る
サ
ル
の
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
所
へ
取
材
に
出
掛
け
た

い
と
思
い
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
今
年
も
残
り
数
日
。
月
日
が

過
ぎ
る
の
を
早
く
感
じ
ま
す
。

冬
と
い
え
ば
、
雪
や
路
面
凍
結

の
季
節
で
す
。
毎
年
、
び
く
び

く
し
な
が
ら
運
転
。
何
年
経
っ

て
も
慣
れ
ま
せ
ん
。
私
自
身
、

何
度
も
怖
い
経
験
を
し
ま
し

た
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
相
手

に
も
や
さ
し
い
運
転
を
心
掛
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。（
田
代
）

Profi le
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